

















































































































なかった 233名（男子 118名，女子 115名）を分析対象とした（Table 1）。
Table 1　各学年の調査対象児童
男 女 合計
学　年 4  42  35  77
5  33  39  72
6  43  41  84













































す項目はなかった。因子パターンと因子間相関を Table 2に示す。α 係数は Grit-Sが .78，下位尺度の
88 小学生のGrit（やり抜く力）と学級適応・スクールモラール・ソーシャルスキルとの関連の検討（藤原・河村）






gr1 がんばりやである .89 －.19 .70
gr4 どんなことにもいっしょうけんめいに取り組む。　　　　 .81 .04 .68
gr3 私は，むずかしいことやつらいことにも負けない。 .72 .09 .59
gr2 始めたことはどんなことでも，最後までやる。 .72 .06 .56
一貫性尺度　　α＝.65
gr7 いったん目標を決めてから，後になって別の目的に変えることがよくある。 －.05 .70 .47
gr8 物事に対して夢中になっても，しばらくするとすぐにあきてしまう。 .08 .59 .40
gr5 新しいアイデアや計画を思いつくと，以前の計画に興味がなくなる。　 －.11 .52 .24
gr6 終わるまでに何か月もかかる計画にずっと興味をもち続けるのは，むずかしい。 .22 .43 .31
　 因子間相関 Ⅰ Ⅱ
― .40
　 　 ―
＊＊＊p＜ .001　＊＊p＜ .01　＊p＜ .05
Table 3　各尺度間の相関係数
　 1 2 3 4 5 6 7 8
1　Grit-S ― .24＊＊ .46＊＊ .17＊＊ .35＊＊ -.14＊ .46＊＊ .42＊＊
2　友達関係 　 ― .41＊＊ .57＊＊ .77＊＊ -.50＊＊ .40＊＊ .64＊＊
3　学習意欲 　 　 ― .44＊＊ .53＊＊ -.18＊＊ .55＊＊ .62＊＊
4　学級の雰囲気 　 　 　 ― .70＊＊ -.38＊＊ .31＊＊ .50＊＊
5　承認 　 　 　 　 ― -.51＊＊ .48＊＊ .70＊＊
6　被侵害 　 　 　 　 　 ― －.13 －.41＊＊
7　配慮 　 　 　 　 　 　 ― .68＊＊





Grit-S尺度と学校生活意欲尺度の友達関係（r＝.24, p＜ .01），学習意欲（r＝.46, p＜ .01）との間には













Table 4　学級生活満足度尺度 4群における Grit-S得点の平均値と標準偏差及び分散分析の結果
　 満足群 非承認群 侵害行為認知群 不満足群 F値 多重比較
　 （n＝127） （n＝40） （n＝23） （n＝43） 　 　
Grit-S 23.34 20.10 23.91 20.60 9.205＊＊＊ 満，侵 ＞ 非，不





本研究における Grit-S尺度は 2因子構造となり，先行研究の Duckworth＆ Quinn（2009）や西上
ら（2015）と同様の結果となった。α 係数は Grit-Sが .78，下位尺度の根気が .86，一貫性が .65，となっ
た。西上ら（2015）の報告で，α 係数は Grit-Sが .74，下位尺度の根気が .78，一貫性が .73，であり，
Grit-Sと根気については本研究ではより良好な結果となったが，一貫性ではやや値が小さくなった。
一貫性が根気に比べ，小さい値となる傾向は西上ら（2015）以外でも示されている。竹橋ら（2019）
は短縮版ではない 12項目（興味の一貫性因子 6項目，努力の粘り強さ因子 6項目）の日本語版グリッ
ト尺度の作成および信頼性・妥当性の検討を行っているが，α 係数について，研究 1ではグリット尺
度全体で .82，努力の粘り強さ因子 .82，興味の一貫性因子 .74，研究 2ではグリット尺度全体 .67，努
力の粘り強さ因子 .85，興味の一貫性因子 .83，となっている。また，山北ら（2018）は日本語版子ど

























































施した 8項目の Grit尺度の Cronbachのα 係数は .78と，西川ら（2015）の報告（α＝.74）とほぼ同
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